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１．授業のねらいと到達目標（150文字以内）
　自然地理学は“人と自然の関係”を扱う学問分野です。地形
学、気候学、水文学、生態学を中心に自然のあり方と生活との
関係を、日本と世界各地の事例を通じて学びます。前期は主に
地形学に関する内容を解説します。講義を通じて環境の特徴、
すなわち多様性、関連性、空間性、歴史性、階層性を身につけ
ることを目標とします。

２．授業の進め方(100文字以内)
　教科書に沿って講義を進めますが、様々な地域の景観を観察
するためプロジェクタを使って教科書にない画像・写真も紹介
します。発展的内容、関連情報も紹介し、自然と人の関わりを
総合的に理解することを目指します。

３．成績評価方法（50文字以内）
定期試験の成績と出席を総合的に勘案して評価する。

４．授業の予習・復習
　予習：基本は教科書を良く読むこと。
　復習：教科書にない内容はノートで復習すること。関連する
情報を様々な情報源から取得する習慣を身につけること。



５．講義スケジュール

 1　講義概要 　   自然環境の仕組み
 2　火山Ⅰ　      日本の風土を形成する火山と人間の関わり
 3　火山Ⅱ　　　        〃
 4　山と川Ⅰ　    地形を形成するプロセスと人間の関わり
 5　山と川Ⅱ　　　      〃
 6　台地と丘陵Ⅰ　人間生活に関わりの深い地形の性質
 7　台地と丘陵Ⅱ　　　　〃
 8　平野Ⅰ　      人間活動の主要な場である平野の性質
 9　平野Ⅱ　　　　      〃
10　湖Ⅰ　        湖沼の成因と人間による改変
11　湖Ⅱ　　　　        〃
12　海岸Ⅰ　      海岸地形の成因と人間による改変
13　海岸Ⅱ　　　　      〃
14　日本の地形Ⅰ　日本各地の地形を空中写真により紹介
15　日本の地形Ⅱ　　　　〃
16　定期試験

６．テキスト

　古今書院、杉谷ほか、風景の中の自然地理。

　　　



第 1 回目　自然環境のしくみ

・なぜ、しくみを知る必要があるか

　我々は自然から意識するしないに関わらず恩恵をうけると同時
に、様々な災害も被る。しくみを知ることによって、最大限の恩恵
を受け、また災害を避けることができるだろう。

液状化が起きるとは思いませんでした！
土地の性質（地理学の知識）を知っておけば良かった！



千葉県では．．．
液状化危険度予測図 (平成19年度千葉県地震被害想定調査 )

千葉県の液状化現象の起こり
やすい地域 .守屋喜久夫著
「災害の地理学」
BLUE BACKS(1984)

シナリオ地震に基
づく想定は公開さ
れていた

液状化に関する
経験的知識は？

情報は市民に伝
わったか？



昔の地図から、ハザードを予見することができる

例：千葉県我孫子市の液状化

写真：我孫子市ホームページ

明治初期 現在



● 環境とは

　人間または生物をとりまき、それと相互作用を及ぼし
あうものとして見た外界（広辞苑第六版）

● 環境と自然の違い

　人間が存在しなくても自然は存在する
　　

● 環境の本質

・多様性 様々な要素から成り立っている
・関連性 みんな関係し合っている
・空間性 地図の上で考えよう
・時間性（歴史性） 歴史が環境をつくる
・階層性 地球も地域も複雑さは同じ
　　

● 地理学の対象

人間・生物と関わりない
環境はあり得るか

あり得ない！



杉谷・平井・松本著：風景の中の自然地理、古今書院
高橋・小泉編著：自然地理学概論、朝倉書店
松原著：自然地理学、慶応大学出版会

Ｉ章　地球環境の変遷とその原因
II章　古気候・古環境の復元
III章　古海面および旧海岸線の復元
Ⅳ章　年代測定の方法
Ⅴ章　地球環境の諸問題
Ⅵ章　自然災害の概要
Ⅶ章　地震活動
Ⅷ章　プレート境界で発生する地震
Ⅸ章　活断層の活動によって発生する
地震
Ⅹ章　地震災害の実態と将来予測
ⅩⅠ章　火山活動と火山災害
ⅩⅡ章　水害・土砂災害
ⅩⅢ章　人為的要因による災害
ⅩⅣ章　地形変化と人間活動との関係

1．惑星としての地球　
2．気候要素と気候因子　
3．世界の気候区分　　
4．地球のエネルギー収支と
   大気大循環　　
5．地域スケールの気候　　
6．日本の気候　
7．気候の変化・変動　
8．世界と日本の大地形　
9．第四紀と氷河時代　　
10．山地と丘陵地の地形　
11．平野と海岸の地形　
12．生物の地理学　
13．水の循環と水資源　　
14．自然災害　　
15．地球規模の環境問題　　

第１章：　火　山 
第２章：　山と川 
第３章：　森　林 
第４章：　台地・丘陵 
第５章：　平　野 
第６章：　湖 
第７章：　海　岸 
第８章：　雨と風 



地理学は①系統地理学(Systematic Geography)、②地誌
学、③地図学、④地理学史に分類でき、系統地理学は自然
地理学と人文地理学に細分類される。

気候学・ 気象学

水文・ 水資源学

地形学

土壌学

植生地理学

海洋学

災害学

疾病地理学

歴史地理学

文化地理学

政治地理学

行動地理学

人口地理学

経済地理学

都市地理学

農村地理学

その他その他

[系統地理学 ]
自然地理＋人文地理
＝人と自然の関係学

＝環境学



環境とは

・様々な要素からなる（多様性）
・要素間に関連性がある（関連性）
・空間的に分布している（空間性）
・歴史を持つ（時間性）
・空間スケールによって異なる認識（階層性）

この５つの～性を認識することは多くの局面で、創造性の
発揮、ビジネスチャンスの獲得、につながるはず

地域性

グローバリズムは世界を均一化した
世界中、どこでも同じものが得られる

それで満足か？
今、人が求めるのは何か？

場所、時間によって変わらないもの
個性を持つ地域、古里、．．．



ランドサット衛星が撮影した1985年 1月23日の画像

千葉県という空間をどのように捉えることができるか









世界は単純か

世界は複雑か



総合的に考える　熱帯林の破壊－どうすれば止められるか

まず、現場で何が起きているのか
考えてみよう

20001990

アブラヤシ
エコな材料？



なぜ、熱帯林のプランテーション化が進むのか

WTO 合意と地球温暖化対策の矛盾
・実態認識のためのリモートセンシングの
利用と、一貫した政策の提言が結びつか
ないだろうか！

（現代農業、12月号、関論文より）

中国の農家は幸せに
はなっていない

大豆関税化

▼

インドの植物性油脂関税化

▼

大豆関税化

▼
大豆関税化

▼

牧場から大豆畑へ
→牧場は内陸へ
→熱帯林の減少

インドの菜
種油業界に
打撃



朝日新聞2008年 5月 4日

空腹が世界乱す－食糧暴発
ケニア肥料高、畑に草

●アメリカ製の肥料の値上がり

　なぜ、アメリカ製？
　なぜ、肥料がないと？

食糧危機が
現実に？

“生きる”というこ
とに関わる営みであ
る“農”を他者に依
存する社会

緑の革命・市場経済の一
側面

ナイロビ近郊1987



変わるアフリカ－脱貧困へ食糧増産（朝日新聞 2007 年 12 月 9 日）

「．．．化学肥料と高収量のトウモロコシの種が無料で配布され、普及
員が指導に回った。．．．食糧増産の成果は目覚ましかった．．．」

今後、化学肥料と HYV(High Yield Varieties) の種はお金を出して
グローバル企業から買わなければならない

グローバル経済に取り込まれたことになり、農業が先進国の企業に支
配されたともいえるかもしれない。

タンザニア1992。鉄棒で土を突き、
穴に種をいれるが、その種は何種類か
が混ざっているように見えた。

タンザニア1988乾季

タンザニア1988雨季



緑の革命とは

● 高収量品種 (HYV) の開発

● 化学肥料の投入

● 灌漑・排水設備

　　しかし、

● 伝統的な農業が廃れ、

● 貨幣経済に巻き込まれ

● 農家の経済的負担が．．．

続編、「食糧テロリズム」

市場経済の功罪

(シバさん写真： http://tropica.typepad.com/tweb/2007/01/post_6.html)



システム











人工衛星が撮影した東京 東京の地表面温度分布



明治 36 年の千葉市　 5 万分の１地形図初版に記載された土地利用・植生

土地の歴史を知
ろう

（近藤原図）

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%99%BA%E8%A1%A8/2013/20131109%E5%8D%83%E8%91%89%E7%9C%8C%E6%B0%91%E7%92%B0%E5%A2%83%E8%AC%9B%E5%BA%A7/images/%E5%8D%83%E8%91%89%E6%98%8E%E6%B2%BB36%E5%B9%B4.jpg








環境の総合的認識から、問題の理解、対策へ

華北平原の水問題





世界を幸せにする普遍的な方法はあるのか

階層性：世界をどうとらえるか－グロー
バルとローカル－

・世界は多くの地域から成り立っている
・世界が良くなるためには、地域が良くなること
・グローカリズムの本当の意味



文明社会の野蛮人
（スペインの哲学者オルテガと小林信一）

文明の恩恵を受けて暮らしているにも関わらず、それがどん
な先人の努力によって達成されたか、その生活レベルがどの
ように維持されているのか、自分以外にどのように影響を与
えるのか、まったく意識することができない人々

環境野蛮人　（近藤の造語）

環境の仕組みがわからない、人間が生きていく上で避けるこ
とができない周囲との関わりを意識することができない人々

文明社会の野蛮人、環境野蛮人が増
えると文明は衰退し、地球は荒れる

地理学を学ぼう！
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